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最初に、結論！
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目
的
の
テ
ス
ト

✓ ノード個別作業CML

本発表 ➢ 自動実行

本発表で紹介するソリューションは、プログラムの力を活用し、
CML運用のラストワンマイルを自動化するものです。

Solution Overview

エンジニアが様々な目的で行うテストでは
CML環境でも開始前の「個別作業」が残存

Problem Statement

ノード個別の情報確認作業を撤廃し、
本来実施したいタスクにいち早く到達

Value



発表の流れ
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1．【背景】エンジニアが抱える問題とその対応策(1/2)
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リソース調達
・筐体/モジュール
・トランシーバ
・ケーブル
・ソフトウェア

ノード起動
・筐体設置
・モジュール挿入
・トランシーバ挿入
・電源接続

SW/トポロジ調整
・OS確認/変更
・ノード間接続

管理アクセス
・コンソール接続
・管理用IP接続

Configuration 目
的
に
対
す
る
工
程
の
開
始

✓ 人との調整 ✓ 物理的な作業通常 ✓ ノード個別作業 ✓ ノード個別作業

実現可能性の
確認

デモの実施 導入前の試験
構成・Version
変更時の試験

【テスト】
様々な立場の人が
それぞれの目的で行う

【共通の課題】 環境構築に伴うプロジェクト間のリソース調整や現地作業の発生 ⇒ コスト・スケジュールへの影響



1．【背景】エンジニアが抱える問題とその対応策(2/2)
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リソース調達 ノード起動 SW/トポロジ調整 管理アクセス Configuration

目
的
に
対
す
る
工
程
の
開
始

✓ 人との調整 ✓ 物理的な作業通常 ✓ ノード個別作業 ✓ ノード個別作業

✓ bootstrap cf
✓ file保存・復元

【共通の課題】 環境構築に伴うプロジェクト間のリソース調整や現地作業の発生 ⇒ コスト・スケジュールへの影響

✓ ノード個別作業CML ✓ ソフトウェア上の操作
✓ file保存・復元

✓ 汎用的な
資源の利用

【CMLによる解決】 専用HW・物理的作業の撤廃、 洗練されたGUIによる操作、 Export/Import機構 ⇒ 生産性の向上

ネットワーク検証をバーチャルに①～Cisco Modeling Labsのすすめ～ | ネットワンシステムズ
https://www.netone.co.jp/knowledge-center/netone-blog/20210412-1/

実現可能性の
確認

デモの実施

【テスト】
シミュレーション環境も
目的によっては有効

➢ CML（Cisco Modeling Labs）

https://www.netone.co.jp/knowledge-center/netone-blog/20210412-1/


2．【今回の課題設定】管理アクセスの現状(1/2)
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✓ コンソール経由・ノード単位の確認
（Network OS固有の方法）

動的な管理用IPアドレスの確認
値がCMLのUI上で

目視不可

a) DHCP環境で各ノードにSSH等で接続を行う場合、
アドレス確認のため一度コンソールへアクセスする必要がある。



2．【今回の課題設定】管理アクセスの現状(2/2)
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✓ コンソール経由・ノード単位の確認
（Network OS固有の方法）

動的な管理用IPアドレスの確認

✓ 接続情報を確認し、各ノード順に、SSHで接続
（or CMLのGUI上から1ノードずつアクセス）

コンソールへのアクセス

値がCMLのUI上で
目視不可

値が動的に決定され
予測困難

a) DHCP環境で各ノードにSSH等で接続を行う場合、
アドレス確認のため一度コンソールへアクセスする必要がある。

b) コンソールへアクセスする場合、
接続に必要な情報を1ノードずつ確認・指定する必要がある。

CML GUI

CML Terminal Server

CML Breakout Tool



3．【What】ソリューションとデモ
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管理用IPアドレスの確認
～ 通常 ～

デモ動画の流れ

管理アクセス
～ 通常 ～

管理用IPアドレスの確認
～ CML getLabs ～

管理アクセス
～ CML getLabs ～

開始

終了

【before】
現状です。

【after】
同じ目的に対する
本ソリューションの
利用例です。

.(CML getLabs)
+-- cmlauto/
| +-- cmlauth.py
| +-- cmlgetlab.py
| +-- cmlgetnode.py
+-- runserver.py
+-- scripts/
+-+- templates/

+-- index.html
+-- result.html
+-- template_login_console.ttl

Lab

NodeNode

CML

Client

CML getLabs
REST API

HTTP SSH

Server

a)

b)

A)

B)③

①

②

④

⑤

⑥
⚫ Python
⚫ Apache w/ 

mod-wsgi
⚫ Flask
⚫ Jinja2
⚫ Bulma

Browser

Terminal Software



4．【How】最適化された管理アクセス
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✓ コンソール経由・ノード単位の確認
（Network OS固有の方法）

動的な管理用IPアドレスの確認

✓ 接続情報を確認し、各ノード順に、SSHで接続
（or CMLのGUI上から1ノードずつアクセス）

コンソールへのアクセス

 ワンクリックでVTY接続開始

 複数のCMLホストに対応
 ラボの構成変更に追従

動作上の特徴

付加的な機能

値がCMLのUI上で
目視不可

値が動的に決定され
予測困難

✓ Web UI経由・全ノード一覧の確認
（ノード種別問わずマルチベンダー環境でも）

✓ Web UI経由でテキスト情報の入力を介さず、
対象となる全てのノードに、SSHで自動接続

APIによる
情報の取得

自動取得による
情報の都度特定



5．【補足】できないこと ＆ 関連活動

1
0

* 画面は開発中のものです* この場を借りて関係者に感謝です <(_ _)>

out of scope
✖：CMLラボに関する情報の変更
✖：CMLラボの削除
🔺：対応ターミナルソフトウェアの多様性

コードの社内共有

社内サービス化

機能のエンハンスメント



まとめ

1
1

 Cisco Modeling Labs ： エンジニアの生産性を向上させるsimulation platform

➢テストにまつわる
様々な価値を提供

➢豊富なライブラリやAPIを通じて
柔軟に自動化可能

➢Cisco製のNetwork OSに留まらず
多様なソフトウェアを利用可能

many other vendor’s 
network OS

TRex Ubuntu迅速な構築 複数ラボの併存

容易なバックアップとリストア

➢ APIの活用によって、ノード単位の確認・操作を排し、以下の機能を提供
① 管理用IPアドレスの一覧出力
② コンソールアクセスの一括実行

➢ ラボ起動後、「本来実施したいタスクにいち早く到達できる」というベネフィットを提供

 CML getLabs ： CML運用におけるラストワンマイルの自動化を行うassistant tool



EOF
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